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アークテリクス 2020年気候変動レポート
気候変動は、世界中のコミュニティや生態系に直結する差し迫った問題です。科学的に裏付
けられたデータが示すところでは、我々人類が2030年までに温室効果ガス（GHG）の排出量を
2010年値から45%削減し、2050年頃までに実質ゼロにすることで、温暖化を現状＋1.5°C未満
に抑えこまない限り、悲劇的かつ不可逆的な気候変動を阻止することが難しいとされていま
す。これには世界レベルでの変革が求められます。

アークテリクスは、気候変動に対して断固たる対策を講じる決意です。アウトドア アパレル
のブランドとしても、そしてカナダの企業としても、当社は最も初期から科学的根拠に基づ
く排出削減目標を掲げてきました。当社の行動をきっかけに他社にも同様の動きが波及し、
全体での取り組みの規模を拡大することで、低炭素社会に向けた本質的な進展が実現するこ
とを願っています。

当社について
アークテリクスはブリティッシュコロンビア州のコーストマウンテンに拠点を置くカナダの企業です。その現	
実に根差したデザインプロセスを通じ、耐久性に優れた他の追随を許さないパフォーマンスを提供することに	
こだわっています。アークテリクス製品は、115のブランドストアを含め、世界中に広がる2,400を超える小売	
拠点を通じて販売中です。どんな問題でも必ず解決するのが信条で、常に進化を怠らず、お客様の課題を解決で
きるミニマリスト デザインの提供に向けて尽力しています。本当に良いデザインには、人生を豊かにする力があ
ります。

本レポートについて
本レポートは、当社の年次気候変動レポートの第2弾で、2020年における当社の世界中の事業活動をカバーした
ものです。ご質問やフィードバックは、media@arcteryx.com までお気軽にお寄せください。 
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リーダーシップ メッセージ 
アークテリクスでは、長期間使用できるプロダクトをデザインしています。未
来を見据えるならば、長期的な展望に立つべきです。アークテリクスが追い求
めるデザインやアドベンチャーは、地球環境の健全さや経済の循環、働く人の
ウェルビーイング、そしてコミュニティの多様性と直結していることを常に意
識しています。

気候問題は最も緊急を要する環境課題です。我々の仕事はこれまでも、常に山々の環境
に対応するプロダクトをデザインすることでした。今もフィールドでの実体験に基づ
き、既成概念を打破しながら、新たな可能性を開拓する意欲に衝き動かされているので
す。山々はいま、もっと大きな視点で考え、より素早く行動し、更につながりを深くす
ることを私たちに求めています。

2020年、アークテリクスはさらに大きな一歩を踏み出しました。科学的根拠に基づく
GHG（温室効果ガス）の排出量の削減目標を設定したのです。こうしたコミットメントが
組織全体を刺激し、チーム単位でも個人単位でもこの難題に積極的に取り組もうと立ち
上がる人が増え、新しい意欲的なアイデアが次々と生まれてきました。

工場や販売店の閉鎖命令をはじめとしたパンデミックの影響に伴って、2020年度の業	
績が低迷する中、気候変動対策も進捗が一部低迷しました。しかし、変化に対応した調
整を行い、その他の分野で大きく前進させたのです。販売店やオフィスなど、自社保	
有の事業活動で使用するエネルギーを100%再生可能エネルギーに転換したことはその一
例です。

やるべきことはまだ山積していますが、社内に充満しているモメンタムにはリアルな勢
いが感じられます。将来への影響を軽減するために今行動し投資することは、私たちの
ビジネスと地球のための正しい道であると考えています。

スチュアート・ハーセルデン
CEO
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気候問題へのコミットメント
アースデイ2020で、アークテリクスは二酸化炭素排出量の厳密な分析を行い、
2018年を基準値とした二酸化炭素削減目標と再生可能エネルギー目標を発表し
ました。こうした科学的根拠に基づいた目標は、CDP、国連グローバル・コン
パクト、世界資源研究所、および世界自然保護基金とのパートナーシップを通
じて、世界の気温上昇を2°C未満に抑えることを目指し、企業が必要な取り組
みを行えるようにサポートしている、Science Based Targets initiative（SBTi）によ
り承認されています。

私たちの目標は、持続可能で低排出型の経営を確立することです。その達成に向けて、
サプライチェーンの効率を大きく向上させ、使用する素材の環境への影響を大幅に削減
し、二酸化炭素排出量の少ない新たなビジネスモデルを構築していきます。

目標

 65%
この目標は、バンクーバー本社とカナダ国内の製造施設、世界中の販売店にフォーカス
したものです（いわゆるスコープ1およびスコープ2排出量1）。こうした排出量は、当社の
二酸化炭素総排出量のごく一部に過ぎないものの（2020年でおよそ3%）、その削減に向
けてできることをかたちにしていくことが、当社の気候危機に向けた総合的な対応にお
いて、重要な意味を持つと考えています。

 65%
これは、すべての利益に紐づいている炭素排出を削減することを意味します。原料、製
品、製造施設、工場、配送、流通センターでの二酸化炭素排出を考慮しなければなりま
せん。スコープ3排出量は、2020年の当社における二酸化炭素総排出量の大部分を占め
るもの（約97%）。そして、その多くが自社保有の事業ではないだけに、最も困難を極め
るはずです。その進展は、他社といかに信頼関係や協力関係を深められるかに大きく依
存することになります。

説明責任を果たす 

当社の気候問題へのコミットメントの進捗は、サステナビ
リティチームのシニアマネジャーが管理し、最高製品責任
者（CPO）に報告しています。当社のサステナビリティチー
ムは、従業員を啓蒙し、エンゲージメントを高め、社内の
目標やアクションプランを設定するのが任務。同時に、自
社のブランド、デザイン、そして運営チームだけでなく、
外部のステークホルダーとも協働して、大きな目標の達
成をけん引しています。2022年には管理体制を強化する計 
画です。

1	世界で最も広く使用されている算定ツールである温室
効果ガス（GHG）プロトコルでは、温室効果ガス排出量
を3つのグループ（スコープ）に分類しています。スコー
プ1排出量は、自社が所有または経営を管理する資産か
らの直接的な排出量を指します。スコープ2排出量は、
企業が購入した電気からの排出量を指します。スコー
プ3排出量は、企業のバリューチェーンの中で発生する
その他すべての間接的な排出量を指します。

2030年までに削減する自社保有の事業活動での温室効果ガ
スの排出量（基準年の2018年比）

2030年までに削減するスコープ3の温室効果ガス排出原単位
（基準年の2018年比）
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環境への影響の算定

アークテリクスは、国連ファッション業界気候行動憲章 （国連
ファッション憲章）に早い段階で調印しました。この憲章は、バ
リューチェーン全体を通じてファッション業界の気候への影響に、
業界を挙げて一致団結した取り組みを行うことを目指しています。
2021年11月、国連ファッション憲章はそのコミットメントを更新し
ました。特に注目なのが、2050年までに温室効果ガスの排出量を実
質ゼロにするという誓約のもと、2030年までに気温上昇を1.5°C以内
に抑えるシナリオ、または温室効果ガスの排出量の半減に向けた、
科学的根拠に基づいた目標を定めることを加盟企業に呼びかけたこ
とです。
詳細について、国連ファッション憲章の2019〜2020年進捗報告 をご覧ください。

目標達成に向け、アークテリクスでは以下の4つの手段にフォーカスしていきます。

製品
環境への影響が少ない素材を使用し、製品を長
期間使用できるように耐久性を最大限に高める
設計をします。

再生可能エネルギー
自社保有の事業活動においては2 0 2 0年末ま
で、完成品用の工場においては2025年末まで
に、100%再生可能エネルギーへの転換を果た	
します。

エネルギー効率と石炭火力フェーズアウト
自社保有の事業活動およびサプライチェーン内
のエネルギー効率を高め、サプライチェーン
パートナーと共に熱エネルギー用の石炭利用か
らのフェーズアウトを実現します。

循環経済
アップサイクル、再販、製品のお手入れと修	
理などの取り組みのハブであるアークテリク
ス ReBird™を通じて、循環経済への参加度を高	
めます。

気
候
問
題
へ
の
コ
ミ
ッ
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ン
ト



未来のかたちは私たちが決めるもの。未来ははるか彼方にあるものではありません。私たち
の努力や計画、選択や行動を起点に、常に現在において現実化していくものなのです。私た
ちの一歩一歩により、可能性という新たな垣根を乗り越えることができます。人は目標に向
かっていく。だからこそ、意図的に目標を高く持つ必要があるのです。

デザイナーやアウトドア愛好家としてだけではなく、問題解決をする人、変化を起こす主
体、未来の先駆者、人類の一員としての視点で考えていきたいと強く願います。

あるべき未来のために。
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変化への支持
パリ協定で定められた気候変動の目標を達成するために必要な体制転換には、すべての参加
国および政府のあらゆるレベルでの行動が求められます。アークテリクスは、地域、国、グ
ローバルのあらゆるレベルでの温暖化防止に役立つ政策を支持します。

カナダでは、ペンビア研究所と協力して、「クリーンな経済のため
のビジネス連携」（後にカタリスト・ビジネス連合 に改名）の設立
に貢献しました。これは、カーボンプライシングのように、気候変
動対策と企業活動を両立させる政策議論をリードする団体です。
2020年、連合は気候変動への対策と経済の回復力を、ブリティッ
シュコロンビア州の景気回復に向けた戦略の中心に据える考えを提
唱しました。私たちは数多くの提言を記した共同書簡  を環境・気
候変動戦略大臣に送付。その後声明 を発表して、政府の景気回復
プランを高く評価しました。

アークテリクスは、アウトドア産業協会（OIA）のクライメート・ア
クション・コープス の創設メンバーです。創設は2020年。業界で
一致団結して、科学に基づいた温室効果ガスの排出量の削減を主導
していく、業界の協働モデルとしてスタートしました。クライメー
ト・アクション・コープスは、2030年までに世界で初めてのクライ
メート・ポジティブな業界となることを希求しています。メンバー
は科学的根拠に基づいた温室効果ガス排出量の削減目標にコミット
し、自らが排出する温室効果ガス以上の削減に取り組み、より大局
的な見地からの体制変化へつなげていきます。

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の危機の真っ只中にあっ
た2 0 2 0年に、アークテリクスは時価総額2 . 4兆米ドル、従業員
500万人を擁する155社の主要な多国籍企業に加わって、景気回	
復と意欲的な気候変動対策を組み合わせた方針に賛同しました。
SBTi、国連グローバル・コンパクト、We Mean Business連合は共同
で声明 を発表。各国の政府のあらゆるレベルに対し、活発かつ積
極果敢な気候変動対策を、自国の景気対策や公共投資に組み込むこ
とが、経済の再建や立て直しを果たし長期の繁栄に導くことにもつ
ながると呼びかけました。

「政府、実業界、個人のすべてのレベルで行動を起こし、気候変動による影響の抑制に取
り組むことが不可欠です。そして、アウトドア業界こそがその先頭に立つべきであると考
えます。私たちは、アークテリクスも創設メンバーに加わっている、アウトドア産業協会
（OIA）のクライメート・アクション・コープスをスタートし、アウトドア業界や周辺業界が
後に続ける新たな、そして力強い道を切り拓いたのです。私たちの業界にとって欠くことの
できないアウトドア体験を守るために、アークテリクスが果たしたリーダーシップとその揺
るがぬ意志を、心から讃えたいと思います」
– エイミー・ホートン（アウトドア産業協会 サステナブル・ビジネス・イノベーション部門 シニアディレクター）



アークテリクス | 2020年気候変動レポート

8製品デザイン

アークテリクスのデザインの中には、製品の耐久性や品質で妥協す
ることなく低炭素イノベーションを取り入れています。例えばドー
プ・ダイ処理、バイオベース糸、オーガニックコットン、リサイク
ル素材、そして再生可能繊維などです。
すべての製品に少なくとも1つはサステナブル特性を持たせ、これ
までの製品に比べて、環境にとっても人にとっても優しい製品づく
りを目指します。その達成に向けて、素材開発のチームではロード
マップを作成。デザインチームにより持続可能な繊維や素材に切り
替えていく指針としました。このロードマップは、「最も持続可能
な状態」への道のりにおいて、使用中の素材の現在地に光を当て、
ゴール到達に向けて求められるステップの一部を示すものです。

アグリウム フーディーは、当面の目標である優れた製品づくりの先にある、人類や地球
への影響を見据えて作られました。ドープ・ダイの表面素材、バイオ由来のライナー、レ
スポンシブルダウンスタンダード（RDS）の認証を受けたダウンフィル、BLUESIGN®認証
を取得した合成素材インサレーション（リサイクルポリエステルを45%使用）などのサステ
ナブル特性を備えています。

再生可能エネルギー
自社保有の事業活動で使用するエネルギーを、100%再生可能エネルギーでの
調達に切り替えることは、2020年の成果において最も重点的に取り組んだ分
野でした。これには、再生可能エネルギー証書の取得および返納も必要にな
りました。それにより、当社が使用する電力を1メガワット時も余すことなく
遡り、水や森林バイオマス、風やランドフィルガスなどの再生可能資源にま
で遡ることが可能になるのです。
自社保有の事業活動の範囲を超えて、アークテリクスの完成品用の製造業者
が使用する電力についても、2025年までに、100%再生可能資源を使った電
力に切り替える、という目標を立てています。このゴールに向けて、当社は
2018年以降にベトナムと中国に拠点を置くサプライチェーンパートナーに	
対し、6つの屋上太陽光発電のフィージビリティスタディの実行を支援しま	
した。
2020年に当社は、Clean Energy Investment Acceleratorが主導する提案依頼
（RFP）のグループに参加しました。これは、ベトナムにある複数のアパレル
製造施設における屋上太陽光電力の購入契約に関するものでした。複数の工
場の小さな需要を集約することで、グループRFPのアプローチは、スケール
メリットの創出を通じて価格を引き下げることで、小規模な拠点でもコスト
効率の良いクリーンエネルギーへの転換を可能にします。パンデミックによ
る停滞はあったものの、アークテリクスのサプライヤー以外にもプログラム
に参画してもらう方針に転換することで、2021年初頭に同RFPの発行を果た
したのです。これにより、アークテリクスのサプライヤー2社が、長期の太陽
光電力の調達契約の最終段階へと至ることが可能になりました。
アークテリクスの再生可能エネルギー証書（REC）の購入は、事業を展開している3つのマーケット（北
米、ヨーロッパ、アジア太平洋）における再生可能エネルギーのプロジェクトの資金調達に貢献。中国
広西チワン自治区の48メガワットの風力発電プロジェクトはその一例です。

エネルギー効率
サステナビリティ&リテールチームが開発した新たなサステナビリティ デザ
イン ガイドラインにより、アークテリクスが大切にしている価値観が、2022
年前半にオープンする最新店舗において体現されることになります。この
ガイドラインでは、従業員やゲストの健康やウェルビーイング、水やエネル
ギーの管理、室内の空気の質、持続可能な素材の使用、地元での調達や仕上
げや梱包、建物の資材のクリエイティブな再利用など、非常に高い基準を設
けています。
主なエネルギー効率に関する施策：
•	 電力の測定
•	 エネルギースター認証の設備、機器の使用
•	 各店舗のエネルギー使用を再生可能エネルギー資源で補完 

•	 人感センサー付き照明および窓際や天窓付近の昼光利用制御
2019年に、サプライチェーン内の戦略的パートナーである複数のテキスタイ
ル工場において、Clean by Designのエネルギーや水資源利用の効率化に向け
たパイロットプロジェクトを開始。新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
の影響もあって、リモートトレーニングへの変更を余儀なくされたものの、
途切れることなく学習を積み重ね、近年中には、提携テキスタイル工場にお
いてスケールを拡大して導入され、稼働する予定です。

Apparel Impact Institute が運営しているClean by 
Designは、効率の良いグリーンサプライチェーンに向け
た革新的な取り組みで、多国籍のアパレル小売やファッ
ションブランドを結び付けて、テキスタイル製造の環境
への影響を低減させることを目指しています。

気候変動対策のハイライト 
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サーキュラリティ（循環性）
循環型経済とは、地球の限りある資源に配慮し、生産過程から廃棄物と汚	
染を排除していく経済のことです。私たちは、長持ちするギアを作り、一人	
のユーザーが経験するアドベンチャーを超えて愛し続けられる耐久性を持つ長
寿命の製品を作り、廃棄するものをなくしていくことにコミットしています。
アークテリクスのジャケットが環境にもたらす影響の65%は、ショップの棚
に収まる前に生じています。したがって、一枚のジャケットの寿命を延ばす
ことで、その影響を長い期間に亘って分散させることができるのです。2019
年に下取り・再販を行うUsed Gear を米国でスタートしたのにはそんな背景
があります。そして2020年に、従業員の増員を行い、中古ギアの修理や加工
する方法の教育を行ったのです。Used Gear プログラムに参加すると、北米の
アークテリクス ブランドストアおよびアウトレットで下取りした製品のすべ
てに対し、販売価格の20%相当のギフトカードが還元され、その後のオンラ
インや店頭での購入時にご利用いただけます。
アークテリクスのサーキュラリティや新たにスタートしたREBIRD™ プログラムについて
の詳細につきましては、当社のウェブサイト をご覧ください。

総力を挙げて

アークテリクスが掲げる環境ゴールのもと、従業員たちは結束して
より良い世界に向けた革新的な方法を発見してきました。輸送・配
送方法や廃棄素材の新たな利用方法の模索に関わりの深い、温室効
果ガスのデータの数値化と可視化などは、その一例です。例を2つほ
どご紹介します。

ブリティッシュコロンビア州のニューウエストミンスターにある、製造・流
通のハブであるARC’Oneでは、従業員主導のグリーンチームがペーパータオ
ルの無駄遣いをなくすソリューションを見つけました。スタッフがランチ
ルームのテーブルで、ペーパータオルをランチョンマット代わりに使用して
いるのに気づき、チームメンバーが処分用のゴアテックス生地を使って、長
持ちするランチョンマットを500枚作ることを志願したのです。処分用の素
材を使用することで、廃棄する必要もなくなり（出来上がったランチョンマッ
トは、テニスコートを1つ埋め尽くすほどでした）、年間約3万ドル、500箱分
のペーパータオルの節約につながりました。

ある従業員グループでは、本社と流通センター間の保証修理品をよりサステ
ナブルな方法で配送する方法を見つけました。段ボールの代わりに、処分用
の資材で再利用可能なトートバッグを作ることで、使用する段ボールを年間
約2,200箱も節約したのです。

限定エディションのREBIRD™ ラッシュ ジャケットには良質な再生
素材が使用され、ユニークなカラーブロックでリニューアルされま
した。

9

 �10,000+
2020年に加工されUSED GEARの
再販プログラムに提供されたアイ
テム数

 �16,577
2020年に北米およびヨーロッパ
で修理された製品の点数
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2020年の実績

スコープ 2018年 2019年 2020年
2020年 対 2018年 

（変化率）
2020年 対 2019年 

（変化率）

1 1,329.2 1,273.4 1,356.4 2% 7%

2 1,577.3 1,932.9 0.0 -100% -100%

1+2（目標） 2,906.5 2,749.1 2,591.7 -11% -6%

1+2（実績） 2,906.5 3,206.3 1,356.4 -53% -58%

自社保有の事業活動（スコープ1および2）	
実績削減量 対 目標削減量（CO2換算トン）の内訳

スコープ1、2、3排出量

2018年から2020年における、当社のスコープ1の絶対排出量は比較的横ばいのまま推移し、全体で2%増加
しました。2020年は、自社保有の販売店が増加した一方で、新型コロナウイルス（COVID-19）に関連した需
要減退に起因する生産数の減少がバランスしたかたちです。
スコープ2排出量は、自社保有の事業活動のすべてにおいて100%再生可能エネルギーへの転換を果たしたこ
とで、大幅な削減ができました。
当社の直接的な排出量の総量にあたる、スコープ1およびスコープ2の総排出量は、基準年である2018年比
で53%減少。2030年までに65%削減するという絶対目標に向けて、予定よりも早く進展していることになり
ます。

スコープ1排出量は、バンクー
バー本社とカナダ国内の製造施
設、デザインセンター、流通セン
ターおよび世界中の販売店からの
直接的な排出量を指します。これ
は主に、暖房、冷房、特定の工程
用の動力、自社で所有または稼	
働している車輛に必要な化石燃	
料を燃焼させた結果生まれるも	
のです。

スコープ2排出量は、アークテリ
クスが電力会社から購入した電気
からの排出量を指します。

スコープ3排出量は、その他すべ
ての事業活動からの排出量を指
し、当社で直接影響力を行使で
きないもの（例：原材料の取り出
し、糸の形成、裁断、縫製などで
生じる排出量）や、製品の配送も含
まれます。こうした排出量が二酸
化炭素総排出量のおよそ97%を占
めているのです。

1 2 3
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2018年 2019年 2020年

自社保有の事業活動（スコープ1および2）	
実績削減量 対 目標削減量（CO2換算トン）
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2018年 2019年 2020年

2020年 対  
2018年 

（変化率）

2020年 対  
2019年 

（変化率）

絶対排出量1 62,542.3 72,161.1 42,804.6 -32% -41%

排出原単位	
（目標） 299.2 274.2 251.2 -16% -8.4%

排出原単位	
（実績）2 299.2 276.2 148.5 -50% -46%  

1CO2換算トン
22020年気候変動レポートの初版では、2019年と2020年の排出原単位（実績）が誤って記載されていたため、第2版で修正しています。

サプライチェーンによる排出量（スコープ3）

当社のスコープ3の絶対排出量は、売上総利益と生産量が増加したにもかかわらず、2019年比で41%、基準年の2018年
比では32%減少しました。これは、当社のビジネスモデルの変化（例：パートナーショップや姉妹店をアークテリクス
直営に切り替えたことで、スコープ3排出量から外れたため）や、2020年度の物品・サービスの購買量が大幅に減少し
たこと（データが一部存在しなかったため、概算値で算出しました。2021年度には大幅に精度を改善して、捕捉・再計
算する予定です）に起因したものと思われます。
間接的な事業活動の一部において、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響が見られため、これが今後の増加に
つながる見込みです。以下がその例です。
•	 ほぼすべての出張がキャンセルされたのに加え、従業員の通勤費用も48%減少しました。
•	 インバウンドとアウトバウンドの輸送費が、2019年比でそれぞれ66%と62%減少しました。これは2020年の航空輸
送が少なかったことが主な要因です。

サプライチェーンによる排出量の内訳

出張 – 1%未満
水の使用 – 1%未満
機械およびIT関連の調達 – 1%未満
�スコープ1とスコープ2に含まれない燃料およびエネルギー関連の活動 – 1%未満

100%
サプライチェーンによる排出量

Tier 1 –  
カットソー  

14.9%

Tier 2 –  
製布  

41.7%

Tier 3 –  
製糸  
13.6%

Tier 4 –  
原材料  
15.1%

インバウ
ンド輸送 
5.4%

アウトバウ	
ンド輸送  
2.5%

事業活動に伴って	
排出される廃棄物  
2.3%

社員の通勤 
1.8%

流通センター 
1.4%
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65%の排出量削減目標に向けた進捗

 53%
スコープ1および2を合計 
した排出量削減量 
（基準年の2018年比）
（10ページ）  

ハイライト
温室効果ガス排出量の削減に向けた、測定可能な	
化学的根拠に基づく目標を発表
（4ページ）  

自社保有の事業活動用に、100%再生可能エネル 
ギーの調達を開始
（8ページ）  

当社の4つの主要手段において取り組みが進展 – 
製品、再生可能エネルギー、エネルギー効率と石
炭火力フェーズアウト、循環経済
（8 & 9ページ）  

ビジネスや産業の同業者と協力して温暖化防止に
役立つ政策を支持
（7ページ）  

最大のチャンス
データの整合性や測定の方法を見直してデータの
精度をさらに高め、進捗や当社の選択が及ぼす影
響を正しく反映させる必要があります。
（11ページ）  
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 50%
基準年の2018年比でのスコープ3の温室効果ガス排出量原単位の削
減量（絶対排出量ベースでは同32%削減）（スコープ3排出量は、当
社の二酸化炭素総排出量の97%に相当）
（11ページ）  

2020年実績一覧
2020年はこれまでにない一年となりました。新型コロナウイルス感染
症（COVID-19）により、私たちの日常は多大な犠牲を強いられ、世界中
で、家庭、ビジネス、コミュニティ、公共機関に影響を及ぼしまし
た。こうした背景にもかかわらず、気候変動対策の一部では進展が見
られました。しかし、それ以外の分野では期待していたほどの成果を
得られませんでした。広範囲に及ぶ工場や店舗の閉鎖、そしてデータ
の空白により、成果の数値が歪められました。この影響により、温室
効果ガス排出量などの主要数値は、2021年に増加が見込まれます。
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